
合
併
し
て
広
大
な
岩
国
市
と
な
り
、

公
共
交
通
の
整
備
が
急
が
れ
る
。
い

ま
実
施
中
の
「
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
地
域
と
集
計

の
発
表
の
時
期
。
各
地
域
バ
ス
の
運

用
の
違
い
を
ど
う
す
る
か
。
ま
た
レ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
聞
く
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
合

併
協
議
会
で
は
、
「
当
面
は
そ
の
ま

ま
で
、
合
併
後
、
速
や
か
に
調
整
す

る
」
と
し
て
お
り
、
財
政
負
担
が
大

き
い
が
、
市
民
の
足
を
確
保
す
る
こ

と
は
大
事
。
そ
こ
で
、
よ
り
効
果
的

な
運
営
を
す
る
た
め
に
、
玖
西
・
玖

北
を
対
象
に
市
営
バ
ス
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

生
活
バ
ス
と
、
Ｊ
Ｒ
の
競
合
を
さ
け
、

清
流
線
・
岩
徳
線
・
山
陽
本
線
を
基

本
に
し
た
運
営
と
す
る
。
新
し
い
レ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
（
寄
合
い
タ

ク
シ
ー
）
は
、
地
域
と
行
政
が
協
力

し
て
進
め
る
。
費
用
が
多
額
に
な
る

の
で
、
利
用
者
に
も
適
正
に
負
担
を

願
う
こ
と
に
な
る
。

古
谷

予
約
制
は
夢
の
よ
う
だ
が
、
レ
マ
ン

ド
型
の
内
容
説
明
を
。

内
山

中
心
部
ま
で
行
く
の
に
レ
マ
ン
ド
を

幹
線
に
す
る
か
、
全
体
を
レ
マ
ン
ド

に
す
る
方
法
が
あ
る
。
回
っ
て
い
く

の
で
時
間
が
か
か
る
が
、
地
域
に
あ
っ

た
形
で
あ
る
。

古
谷

こ
の
制
度
は
予
約
制
で
あ
れ
ば
、
他

の
町
の
人
は
つ
か
え
な
い
の
か
。

内
山

住
民
が
基
本
だ
が
、
本
人
確
認
出
来

な
い
。

古
谷

利
点
を
生
か
し
、
早
く
実
施
を
願
う
。

玖
西
盆
地
の
バ
ス
の
一
体
化
も
早
く

し
て
欲
し
い
。

内
山

基
本
的
に
は
、
岩
徳
線
・
清
流
線
を

利
用
し
て
貰
い
た
い
。
先
ず
玖
北
を

ま
と
め
、
将
来
的
に
全
体
を
ま
と
め

る
。
当
面
は
玖
西･

玖
北
ブ
ロ
ッ
ク
の

中
で
考
え
る
。

古
谷

清
流
線
に
つ
い
て
車
輌
補
助
だ
け
で

な
く
、
運
賃
の
補
助
を
。

内
山

会
社
で
独
立
採
算
制
だ
。
ま
ず
赤
字

を
な
く
す
よ
う
努
力
す
る
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
建
設
か
ら
２
９

年
余
た
ち
、
衛
生
面
や
安
全
面
で
問

題
が
多
く
緊
急
を
要
す
る
。
市
長
の

考
え
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
５
３
年
に

建
設
さ
れ
、
状
況
に
合
わ
な
く
な
っ

て
い
る
。
安
全
・
安
心
の
施
設
に
す

べ
き
で
、
１
９
年
度
に
計
画
し
、
国
・

県
と
協
議
し
た
い
。
国
・
県
の
支
援

が
な
い
と
出
来
な
い
。
今
後
、
皆
様

の
ご
理
解
を
得
て
進
め
た
い
。

古
谷１

８
年
度
に
基
本
設
計
、
今
年
度

の
予
定
が
遅
れ
て
い
る
。

山
根今

年
度
は
研
修
費
用
で
あ
る
。

古
谷県

全
体
を
視
野
に
い
れ
て
い
る
が
、

周
東
で
９
０
％
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。

西
部
か
ら
持
っ
て
来
て
、
１
箇
所
で

処
理
で
き
る
か
。

山
根県

下
５
箇
所
の
、
と
畜
場
（
協
議

対
象
地
区
）
で
一
番
遠
い
宇
部
市
か

ら
で
も
問
題
な
い
。

古
谷阿

東
町
な
ど
は
県
内
で
処
理
し
て

い
な
い
が
、
岩
国
市
で
出
来
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

山
根阿

東
町
は
、
島
根
県
に
出
し
て
い

る
よ
う
だ
。
県
内
一
本
化
す
る
と
牛

舎
が
い
る
の
で
難
し
い
。
他
か
ら
ほ

と
ん
ど
牛
を
仕
入
れ
て
来
る
の
が
現

状
だ
。

古
谷一

本
化
が
難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、

県
が
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ
。
建
て

か
え
の
、
と
畜
場
の
規
模
は
。

山
根平

日
処
理
３
０
頭
で
あ
り
、
５
０

頭
規
模
の
改
築
を
さ
せ
て
欲
し
い
。

浄
化
槽
等
は
新
し
い
の
で
本
館
棟
だ

け
を
改
築
す
れ
ば
よ
い
。

古
谷岩

国
市
の
基
幹
産
業
だ
が
、
こ
こ

数
年
処
理
頭
数
も
減
少
し
て
い
る
。

宮
崎
県
の
東
国
原
知
事
の
よ
う
に
高

森
牛
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

井
原
市
長

新
し
い
岩
国
全
体
で
取
り
上
げ
て

い
く
。
食
肉
セ
ン
タ
ー
・
食
肉
フ
ェ

ア
も
よ
い
、
Ｐ
Ｒ
す
る
。

１
９
８
０
年
代
か
共
働
き
家
庭
が

増
加
し
、
今
は
、
一
人
親
家
庭
が
増

え
て
き
た
な
か
。
子
供
が
病
気
の
時

の
、
病
後
児
保
育
所
は
１
箇
所
し
か

な
い
。
玖
西
地
区
に
も
つ
く
る
べ
き
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だ
。

「
子
供
の
被
害
」
が
増
大
し
、
放
課
後

児
童
教
室
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

１
９
年
度
、
新
た
に
６
箇
所
増
す
計
画

だ
が
、
今
の
３
年
生
ま
で
を
６
年
生
ま

で
に
す
べ
き
だ
。

子
育
て
支
援
の
病
後
児
保
育
は
、
岩

国
病
院
で
病
後
の
児
童
を
一
定
期
間
あ

ず
か
る
。
１
日
定
員
４
人
で
、
８
時
か

ら
１
４
時
ま
で
土
曜
は
１
３
時
ま
で
預

か
る
。
所
得
減
免
は
、
１
６
年
度
４
２

４
人
、
１
７
年
度
４
７
３
人
、
１
８
年

度
は
途
中
だ
が
３
１
４
人
で
あ
る
。
合

併
し
て
周
辺
部
か
ら
５
所
帯
が
利
用
し

て
い
る
。
拡
大
だ
が
４
人
か
ら
５
人
に

ひ
ろ
げ
て
い
る
。
岩
国
市
の
広
報
紙
で

情
報
流
す
。
他
に
も
同
様
施
設
と
し
て

山
口
県
緊
急
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
が

あ
る
。

放
課
後
児
童
教
室
は
、
子
育
て
支
援

を
や
っ
て
い
る
が
、
１
８
年
度
、
１
２

０
１
人
が
利
用
。
旧
岩
国
市
は
１
７
時

ま
で
で
し
た
が
、
今
は
４
５
分
延
長
し

試
行
中
。
４
月
か
ら
条
例
化
す
る
。
今

年
度
６
箇
所
（
祖
生
２
箇
所
、
川
上
な

ど
）
増
や
す
。
４
年
生
以
上
に
つ
い
て

は
余
裕
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
可
能
で
、

１
８
年
度
は
８
教
室
が
実
施
し
て
い
る
。

障
害
児
保
育
に
つ
い
て
も
実
施
し
た
い
。

岩
国
病
院
で
の

病
後
児
保
育
は
遠
く
て
大
変
だ
、
玖
西

地
区
に
も
作
れ
な
い
か
。

財
政
的
に
厳

し
い
の
で
、
登
録
制
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

（
山
口
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

あ
る
の
で
利
用
し
て
欲
し
い
。

古
谷そ

の
山
口
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
総
合
支
所
で
も
利
用
可
能
か
。

高
木広

く
山
口
県
全
体
利
用
と
な
っ
て
い

る
。
各
地
に
サ
ポ
ー
ト
会
員
、
助
産
婦
・

看
護
士
な
ど
い
て
派
遣
す
る
。

古
谷自

宅
に
来
て
も
ら
え
ば
助
か
る
。
実

際
に
支
所
で
利
用
は
さ
れ
た
の
か
。

高
木相

当
な
方
が
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
利
用

し
て
い
る
。

古
谷私

も
１
ヶ
月
休
ん
で
看
病
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
よ
く
全
体
に
知
ら
せ
て
欲

し
い
。
放
課
後
保
育
を
周
東
で
３
箇
所

実
施
は
あ
り
が
た
い
が
、
３
年
生
以
下

で
な
く
休
み
中
だ
け
で
も
枠
を
広
げ
て

欲
し
い
。

高
木余

裕
あ
る
と
こ
ろ
は
受
け
入
れ
る
が
、

大
幅
に
は
無
理
。
今
後
も
努
力
す
る
。

古
谷６

年
生
ま
で
広
げ
る
よ
う
願
っ
て
質

問
を
終
わ
り
ま
す
。

公
明
党
の
国
病
誘
致
署
名
は
米

軍
住
宅
の
呼
び
水
で
は

玖
珂
の
公
明
党
の
市
会
議
員
が
「
愛

宕
山
に
国
病
を
誘
致
す
る
」
署
名
を
し

て
回
っ
た
が
、
後
で
考
え
た
ら
、
国
に

買
取
ら
せ
れ
ば
米
軍
住
宅
の
呼
び
水
に

な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
に
な
っ
た
。

顔
は
知
っ
て
る
し
、
６
月
ま
で
に
し
な

い
と
駄
目
に
な
る
と
せ
か
さ
れ
た
。
と

小
山
さ
ん
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

※
（
公
明
党
の
署
名
は
、
愛
宕
山
を
国

に
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
米
軍
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

新
年
度
予
算
が
否
決
さ
れ
住
民

生
活
を
直
撃

玖
珂
で
は
市
営
（
Ａ
住
宅
）
の
側
溝

改
修
工
事
が
で
き
ず
、
６
月
に
予
算
が

承
認
さ
れ
れ
ば
工
事
を
始
め
ま
す
。

（
Ｆ
）

周
東
で
も
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
防
護
柵

の
補
助
金
は
、
予
算
が
承
認
さ
れ
れ
ば

出
る
か
ら
手
続
き
は
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
（
Ｔ
）

こ
の
ま
ま
で
は
ま
た
戦
争
に
追

い
や
ら
れ
る

安
倍
首
相
が
憲
法
を
変
え
る
と
い
き

ま
い
て
お
り
、
戦
争
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
と
思
う
が
、
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
毎
日
気
が
も
め
る
。

（
５
０
代
女
性
）

タ
ク
シ
ー
券
に
早
く
戻
し
て

病
院
に
行
く
の
に
バ
ス
は
使
え
な
い
。

タ
ク
シ
ー
券
に
早
く
戻
し
て
欲
し
い
。

（
８
０
代
女
性
）

古
谷
清
子
議
員

高
木
健
康
福
祉
部
長

昨
年
の
６
月
議
会
（
合
併
後
、
初

の
マ
ン
モ
ス
議
会
）
で
古
谷
議
員
が

針
灸
助
成
制
度
が
大
変
不
便
に
な
り
、

針
灸
士
や
利
用
者
か
ら
苦
情
が
殺
到

し
て
い
る
と
問
題
点
を
追
及
し
、
今

年
４
月
か
ら
元
に
戻
り
ま
し
た
。

古
谷
議
員
は
１
２
月
初
議
会
で
、

国
の
基
準
に
達
し
な
い
小
規
模
災
害

が
、
放
置
さ
れ
て
い
る
と
追
及
。

当
局
は
、
小
規
模
で
も
川
下
に
影
響

す
る
場
合
は
調
査
検
討
す
る
と
答
弁
。

こ
の
結
果
、
周
東
町
用
田
で
、
工
事

が
完
成
し
関
係
者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

周
辺
部
に
お
住
ま
い
の
Ａ
さ
ん
。

年
金
は
月
に
２
万
円
そ
こ
そ
こ
、
一

人
生
活
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ

も
新
聞
も
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
世
間

話
を
す
る
と
色
々

な
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
み

ん
な
驚
い
て
い
ま
す
。
何
で
そ
ん
な

こ
と
ま
で
と
不
思
議
が
り
ま
す
が
、

「
私
は
言
っ
て
や
ら
ん
の
い
ね
。
」

Ａ
さ
ん
は
赤
旗
の
日
曜
版
を
角
か

ら
角
ま
で
全
部
読
む
か
ら
世
の
中
が

わ
か
る
。
高
齢
で
す
が
、
頭
は
確
か

な
も
の
で
す
。

井
原
市
長




